
 「１４ミリベクレル／リットル」→ 

＊比放射能：ストロンチウム中（ｍｇ）の放射

能〈ストロンチウム９０（ｍＢｑ）〉の割合 

 
 

                                     

                                     

                                     

                                     

日
本
原
燃
の
調
査
結
果 

青
森
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
『
青
森
県
原
子
力
施
設

環
境
放
射
線
調
査
報
告
書
』

に
は
付
録
資
料
１
と
し
て

「
井
戸
水
の
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
の
調
査
報
告
」
が

あ
り
、
日
本
原
燃
の
調
査

(

四
月
二
六
日
付
け
文
書)

と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
問
題
の
井
戸
の
所
在
地

は
「
尾
駮
②
」
と
な
っ
て
い

て
地
図
な
ど
に
よ
る
位
置

の
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再

処
理
工
場
と
近
接
す
る
六

ヶ
所
村
尾
駮
地
区
に
あ
る

井
戸
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
測
定
値
は
左
の

よ
う
な
表
に
よ
っ
て
示
さ

れ
、
さ
ら
に
上
の
よ
う
な
折

れ
線
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
平

成
元
年
以
来
の
推
移
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
化
学
試
験

開
始
の
翌
年
の
平
成
一
五

年
以
降
黒
点
の
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
９
０
の
濃
度
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ウ
ラ

ン
試
験
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

と
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら 
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六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
近
接
す
る

尾
駮(

お
ぶ
ち)

地
区
の
井
戸
で
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
値
が
全
国
平
均

値
の
七
倍
以
上
と
い
う
驚
く
べ
き
デ

ー
タ
が
『
青
森
県
原
子
力
施
設
環
境
放

射
線
調
査
報
告
書
（
平
成
二
一
年
度
第

三
四
半
期
）』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

文
部
科
学
省
の
環
境
放
射
線
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
比
較
す
る
と
全
国
で
も

突
出
し
た
異
常
に
高
い
数
値
で
す
。 

再処理工場の排気筒（大煙突） 

 アクティブ試験開始の２００６（平成１８）年３月
末以来、クリプトン８５やトリチウムなどの放射能を

放出し続け、フォールアウト・雨などで地上を汚して

いると推定される。 

《井戸水地点（尾駮②）》の、ストロンチウム９０の濃度と比放射能の推移 
                  （青森県ホームページ「同報告書（２１１頁）」から 

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
比
放
射
能 

 

（
ミ
リ
ベ
ク
レ
ル
／
ミ
リ
グ
ラ
ム
ー
Ｓ
ｒ
） 

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
濃
度 

 

（
ミ
リ
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
） 

 

（平成） 

ストロンチウム９０測定値 
資料名  井戸水 

地点名  尾駮２ 

核 種   ９０Ｓｒ 

測定値  １４ 

平常の変動幅 ＮＤ～１１ 

定量下限値 ０．４ 

単 位  ｍＢｑ／Ｌ 



に
昨
秋
、
急
上
昇
し
ま
し
た
。 

全
国
四
〇
〇
地
点
の 

 

最
高
濃
度
の
約
二
倍 

 

 

こ
の
数
値
を
、
文
部
科
学

省
が
収
録
し
て
い
る
『
環
境

放
射
線
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
で

比
較
し
て
み
ま
し
た
。
と
り

あ
え
ず
平
成
元
年
〜
四
年

度
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
に
つ
い
て
全
国
各
地
点

の
四
〇
〇
個
の
数
値
と
比

較
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
平

均
値
は
２
・
０
８
㍉
ベ
ク
レ

ル
／
㍑
で
、
全
国
の
最
大
値

は
福
井
県
猪
ヶ
池
の
６
・
９

㍉
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
で
し
た
。

六
ヶ
所
村
尾
駮
②
の
１
４

㍉
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
は
平
均

値
の
約
七
倍
、
最
大
値
・
猪

ヶ
池
の
約
二
倍
で
す
。 

「環
境
レ
ベ
ル
の
変
動
」か
？ 

 

日
本
原
燃
は
微
量
で
あ

り
、「
環
境
レ
ベ
ル
の
変
動
」

と
し
て
済
ま
そ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
来
、
自
然
に

は
な
い
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

９
０

が
検
出
さ
れ
増
大
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
人
体
に
入

り
骨
に
蓄
積
し
造
血
細
胞

を
破
壊
し
白
血
病
の
引
き

金
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
井
戸
水
に
ま
で
放

射
能
が
入
り
込
み
始
め
た

こ
と
は
深
刻
で
す
。
詳
し
く

は
「
岩
手
の
会
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。 

（
永
田
文
夫
） 

                                     

                   
海
洋
は
公
共
の
場 

放
射
性
廃
液
の 

放
出
は
許
さ
れ
な
い 

 

【
川
田
議
員
質
問
主
意
書
】 

◇
民
間
事
業
で
あ
る
日
本

原
燃
は
、
放
射
性
廃
液
を
公

共
の
場
で
あ
る
海
洋
へ
放

出
し
な
が
ら
放
出
日
時
を

事
前
に
公
表
し
な
い
。
政
府

の
見
解
を
聞
き
た
い
。 

 
 【

政
府
答
弁
書
】 

◆
事
前
公
表
の
要
否
に
つ
い

て
は
、
日
本
原
燃
が
判
断
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
海
洋 

                   

放
出
口
近
隣
の
海
水
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
は
日
本

原
燃
か
ら
四
半
期
ご
と
に

報
告
を
受
け
て
い
る
。 

 

【
川
田
議
員
再
質
問
書
】 

◇
す
で
に
尾
駮
港
で
は
廃
液

の
海
洋
放
出
に
連
動
し
て
海

水
中
ト
リ
チ
ウ
ム
が
増
減
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
事
後

発
表
で
は
、
日
常
的
に
海
洋

を
利
用
す
る
漁
業
者
、
サ
ー

フ
ァ
ー
、
釣
り
人
な
ど
が
不

要
な
被
ば
く
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
。
国
は
あ
ら
か

じ
め
、
公
表
す
る
よ
う
原
燃

を
指
導
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

【
政
府
再
答
弁
書
】 

◆
事
前
公
表
の
要
否
に
つ
い

て
は
、
日
本
原
燃
が
判
断
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。 

 

《
岩
手
の
会
・
見
解
》 

被
害
が
出
て
か
ら
で

は
遅
い
。
水
俣
病
へ

の
国
の
責
任
に
学
べ 

 

事
前
公
表
の
要
否
に
つ
い

て
は
、
「
日
本
原
燃
が
判
断

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
」
と
説

明
な
し
に
答
え
て
い
ま
す
。  

海
洋
の
放
射
能
汚
染
に
つ

い
て
取
り
締
ま
る
責
任
は
国

に
あ
り
ま
す
。
水
俣
病
問
題

で
国
の
責
任
を
認
め
た
日
本

政
府
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
の
も
た
ら
す
海
洋
汚
染
に

対
し
て
も
、
も
っ
と
真
剣
に

取
り
組
み
、
不
要
な
国
民
の

被
ば
く
を
避
け
る
よ
う
な
政

策
を
実
行
す
る
べ
き
で
す
。

被
害
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
す
。 

            

ガ
ラ
ス
溶
融
炉 

剥
落
レ
ン
ガ
回
収 

 

日
本
原
燃
は
ガ
ラ
ス
溶

融
炉
の
底
部
に
沈
ん
で
い

た
「
剥
落
レ
ン
ガ
片
」
を
、

六
月
一
七
日
一
六
時
五
五

分
に
一
八
回
目
の
作
業
で

回
収
し
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
回
収
し
た
「
レ
ン
ガ
片
」

の
カ
ラ
ー
写
真
が
日
本
原

燃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ガ

ラ
ス
を
流
下
さ
せ
炉
底
部

の
修
復
作
業
に
入
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
レ
ン
ガ
破
片

や
付
着
し
た
白
金
族
元
素

の
除
去
、
パ
イ
プ
の
貫
通
な

ど
、
さ
ら
に
困
難
な
作
業
が

続
い
て
い
ま
す
。
無
理
な
作

業
が
、
周
辺
レ
ン
ガ
へ
悪
影

響
を
与
え
、
さ
ら
に
作
業
者

の
被
ば
く
の
増
大
、
炉
の
耐

震
性
へ
の
影
響
な
ど
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。 

 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
放
射

能
汚
染
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
川

田
龍
平
参
議
院
議
員
は
二
回
に

わ
た
り
「
質
問
主
意
書
」
を
提

出
、「
政
府
答
弁
書
」
受
領
し
ま

し
た
。
一
回
目
は
昨
年
一
一
月
。

再
質
問
は
本
年
四
月
で
し
た
。 

こ
の
問
題
は
全
て
の
国
民
の

安
全
の
問
題
で
す
。
政
府
答
弁

は
余
り
に
不
十
分
、
安
全
軽
視

の
実
態
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
主
な
内
容
を
連
載
し
ま
す
。 

川田龍平参議院議員 

提出 

『質問主意書』・ 

『政府答弁書』の分析。 
その２ 

↓ ↓ ↓ ↓ 

天恵の海/短信 
○クリアランス制度国会通過 

放射線障害防止法が改悪さ

れ、研究・医療などの放射性廃棄

物のうち、放射線が一定値以下

のものを一般ごみ扱いとする「クリ

アランス制度」が国会を通過。滝

沢村ＲＭＣの８千本のドラム缶の

ゆくえはどうなるかなど、村議会

で質問あり。市民学習会継続中。 

○『三陸の海を放射能から守ろ

う展』 岩手県高校教育会館ロビ

ー（盛岡市）で開催予定 

７月２０日（火）～２４日（土）に

六ヶ所再処理工場周辺から始ま

っている放射能汚染についてパ

ネル展を開催します。準備中。 

ストロンチウム９０ 
Ｓｒ９０。人工的に作ら

れたウランの核生成物。半減

期 28.8 年でベータ線を出
す。カルシウムと似た性質で

体内に入ると、骨に蓄積し放

射線を出し続ける。骨ガンや

造血機能障害をもたらすと

され大変危険である。 


